
　
臓
器
移
植
で
使
用
す
る
臓
器
保
存
液
を
視
覚
的
に
測
定
で
き
る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
、
自
治
医
大
臓

器
置
換
研
究
部
分
子
病
態
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
林
英
司
教
授
が
開
発
し
た
。
同
研
究
部
が
手
掛

け
て
き
た

蛍
ラ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
、
蛍
と
同
じ
仕
組
み
で
内
臓
な
ど
が
光
る
ネ
ズ
ミ
を
利
用
し

た
シ
ス
テ
ム
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
方
法
と
し
て
、
自
治
医
大
と
、
共
同
開
発
し
た
大
塚
製

薬
工
場

本
社
・
徳
島
県

は
特
許
を
国
際
出
願
し
た
。

斎
藤
美
和
子

発
光
し
て
い
る
蛍
ラ
ッ
ト
と
普
通
の
ラ
ッ
ト

右

自治医大・小林教授と大塚製薬工場

　
日
本
東
洋
医
学
会
関
東
甲
信
越
支
部

県
部
会
は
二
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
、

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
六
回
市
民

公
開
講
座

漢
方
で
元
気

を
開
く
。

　
子
供
の
漢
方
　
腹
痛
と
虚
弱
体
質

と
題
し
て
自
治
医
大
小
児
科
の
桃
谷
孝

之
講
師
、

冷
え
性
は
な
お
ら
な
い

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か

と
題
し

て
東
洋
堂
宇
都
宮
医
院
の
清
水
廣
三
院

長
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

　
事
前
に
募
っ
た
質
問
に
つ
い
て
一
般

的
な
形
で
答
え
る

漢
方
相
談

も
行

う
。
ま
た
特
別
講
演
と
し
て
、
医
史
学

の
第
一
人
者
で
あ
る
順
天
堂
大
医
史
学

研
究
室
の
酒
井
シ
ヅ
名
誉
教
授
が
、
郷

土
の
賢
人
・
河
内
全
節
と
壬
生
医
療

史

に
つ
い
て
話
す
。

　
定
員
四
百
人
。
参
加
は
無
料
。
希
望

者
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

漢
方
で
元
気

聴
講
希
望
と
明
記
し
、

〒
３
２
９

２
７
６
３
、
那
須
塩
原
市

井
口
五
三
七
ノ
三
、
国
際
医
療
福
祉
大

病
院
麻
酔
科

漢
方
で
元
気

係
へ
。

漢
方
相
談
希
望
の
場
合
は
相
談
内
容
も

明
記
す
る
。
フ
ァ
ク
ス

０
２
８
７
・

３
９
・
３
０
０
１
で
も
受
け
付
け
る
。

小林英司教授

客
観
的
な
指
標

　
臓
器
保
存
は
、
移
植
手
術

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
重
要

な
課
題
の
一
つ
。
世
界
的
な

臓
器
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

長
時
間
、
新
鮮
な
状
態
に
臓

器
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
よ
り
遠
方
か
ら
の
臓
器

の
搬
入
が
可
能
に
な
り
、
広

域
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
可
能
性
や
、
安
全

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
優
れ
た
保
存
液
の
開

発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
臓
器
保

存
液
は
一
九
八
〇
年
代
に
実

用
化
さ
れ
て
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
良
が
加
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
臓
器
保
存
に
最

適
な
保
存
液
を
評
価
す
る
客

観
的
な
指
標
に
よ
る
効
率
的

な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
は
確
立
さ
れ
て
な
か
っ
た

と
い
う
。

　
開
発
さ
れ
た
臓
器
保
存
液

評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
自
治
医

大
臓
器
置
換
研
究
部
が
遺
伝

子
操
作
で
誕
生
さ
せ
た
蛍
ラ

ッ
ト
を
利
用
し
た
も
の
。
蛍

ラ
ッ
ト
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
と
い
わ
れ
る
化
学
物
質

ア
デ
ノ
シ
ン
３
リ
ン
酸
Ａ

Ｔ
Ｐ

を
使
っ
て
発
光
す

る
こ
と
を
利
用
し
た
。

一
度
に
数
百
種

　
人
間
や
動
物
な
ど
生
命
が

あ
る
生
物
の
細
胞
中
に
は
必

ず
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
存
在
す
る
。
保

存
し
た
臓
器
に
残
る
Ａ
Ｔ
Ｐ

の
量
を
調
べ
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
多

く
残
っ
て
い
れ
ば
、
臓
器
の

鮮
度
が
保
て
た
こ
と
に
な

る
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
測
定
は
簡
単

で
は
な
か
っ
た
が
、
蛍
ラ
ッ

ト
の
臓
器
は
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
使
っ

て
発
光
す
る
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｐ

の
量
を
光
で
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
小
林
教
授
と
同
社
は
、
こ

れ
を
基
盤
に
、
蛍
ラ
ッ
ト
か

ら
取
り
出
し
た
臓
器
の
切
片

で
約
百
の
検
体
を
つ
く
り
、

一
度
に
数
百
種
類
の
臓
器
保

存
液
を
連
続
し
て
評
価
で
き

る
方
式
に
改
良
し
た
。

　
同
社
は

こ
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
よ
り
臓
器
保
存
に
効
果

的
な
保
存
液
の
開
発
に
努
め

て
い
く

と
し
て
い
る
。
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